
講義科目名称：

英文科目名称：

外国語Ⅰ 授業コード： 13151　13152

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

1stQ & 2ndQ １年 ２単位 必修

担当教員

牟田　美信・小松　義隆

講義概要 この授業では、「Pronunciation（発音）」と「Reading（読解）」の基本的な理論を学び、それに基づき練習
を行います。クラスの始めには、毎回、様々な英文を読むExtensive reading（多読・速読）の時間を設け、毎
回記録していきます。多読に関しては、授業外での時間とページ数も記録し、最終評価期間までの時間数と講
読量で評価の一部とします。

授業計画 4/11
 Group A: Pronunciation講義と練習（牟田）　ストレスとリズム（１）（２）
 Group B: Reading講義と練習（小松）インテンシブリーティング（精読）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」購読開
始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　”Laughing Sam”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート作成、単語ノート作成（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。

4/18
Group A: Pronunciation講義と練習 （牟田）母音の発音、子音の発音
Group B: Reading講義と練習 （小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Laughing Sam”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
　　　　　　次回担当範囲の翻訳（小松）

4/25
Group A: Pronunciation講義と練習 （牟田）　音節と子音連続
Group B: Reading講義と練習 （小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Laughing Sam”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
　　　　　　次回担当範囲の翻訳（小松）

5/9
Group A: Pronunciation（中間評価） （牟田）音声変化（１）（２）
Group B: Reading（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”Laughing Sam”購
読

　　　復習：翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：次回担当範囲の翻訳（小松）

5/16
Group A: Pronunciation講義と練習（牟田）短縮形
Group B: Reading講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Laughing Sam”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
                   翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
                   次回担当範囲の翻訳（小松）

5/23
Group A: Pronunciation講義と練習（牟田）英語のイントネーション（１）（２）
Group B: Reading講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Laughing Sam”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
                   翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
                   次回担当範囲の翻訳（小松）

5/30
Group A: Pronunciation講義と練習（牟田）アメリカの英語とイギリスの英語
Group B: Reading講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Laughing Sam”購読
                                                         次回提出の翻訳ノート、感想文に
ついての確認事項

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート、単語ノートまとめ、最終チェック（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
　　　　　　提出の準備
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　　　　　　提出の準備
6/6

Group A: Pronunciation（講義と練習（牟田）　話し言葉のスタイル＆評価
Group B: Reading講義と練習（小松）”Laughing Sam”購読の振り返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　翻訳ノート、感想文回収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　次回からグループの交代の案内

6/17
Group B: Interpretation講義と練習（牟田）ストレスとリズム（１）（２）
Group A: Translation講義と練習（小松）インテンシブリーティング（精読）について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」購読
開始
　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ”Five Ripe Pears”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理しておくこと。
                   翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
                   次回担当範囲の翻訳（小松）

6/24
Group B: Interpretation講義と練習（牟田）母音の発音、子音の発音
Group A: Translation講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Five Ripe Pears”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
                    翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
                    次回担当範囲の翻訳（小松）

7/1
Group B: Interpretation講義と練習（牟田）音節と子音連続
Group A: Translation講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”
Five Ripe Pears”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
                    翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
                    次回担当範囲の翻訳（小松）

7/15
Group B: Interpretation（中間評価） （牟田）音声変化（１）（２）
Group A: Translation（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」”Five Ripe
Pears”購読終了（予定）

復習：翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
予習：次回担当範囲の翻訳（小松）

7/22
Group B: Interpretation講義と練習（牟田）短縮形　英語のイントネーション（１）（２）
Group A: Translation講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」短
編”作品未定”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
　　　　　　次回担当範囲の翻訳（小松）

7/29
Group B: Interpretation講義と練習（牟田）アメリカ英語とイギリス英語
Group A: Translation講義と練習（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」短
編”作品未定”購読

　　　復習：学習した内容をノートに整理し、反復理解しておくこと。
　　　　　　翻訳ノート、単語ノートまとめ、復習（小松）
　　　予習：渡されたプリント教材の分からない単語等をしらべておくこと。
　　　　　　次回担当範囲の翻訳（小松）

8/5
Group B: Interpretation（中間評価）（牟田）話し言葉のスタイル＆評価
Group A: Translation（中間評価）（小松）ウィリアム・サロヤン「サロヤン・スペシャル」の
振り返り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　短編翻訳ノート、感想文回収

授業形態 講義

到達目標 総合的な、このタームの終了時の目標として、英検２級レベル入学は、TOEIC(CASEC) 565点、英検準２級レベ
ルの入学者は、TOEIC(CASEC) 430点、英検３級レベルの入学者は、TOEIC(CASEC) 230点を目指します。

特に以下の項目に重点をおきます。
①英語の発音記号を理解でき、辞書の発音記号から正しく発音することができる。
②英語のリズム・イントネーションを仕組みを理解し、発話することができる。
③様々な英語の文章スタイルの特徴を理解できる。
④様々なスタイルで書かれた英語を正しく読解できる。

評価方法 小テストとExtensive Readingの点数で総合的に評価します。

評価基準 小テスト（80%:40%x2回）、Extensive Reading(20%)

教科書・参考書 Extensive Reading教材として、on-line（http://xreading.com/）教材を各自購入してもらいます。（授業中
指示あり）
毎回の講義・練習は、プリント教材を使用します。
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毎回の講義・練習は、プリント教材を使用します。

履修条件

履修上の注意 授業以外での課題（Extensive reading）を継続的に取り組むこと。

オフィスアワー 木曜日（14:50-18:00）　＊その他、空きコマ（研究室ドア掲示）も可

備考・メッセージ 語学の習得は、インプットとアウトプットが重要です。できるだけ、音読をするように心がけてください。
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講義科目名称：

英文科目名称：

外国語Ⅰ（留学生） 授業コード： 13154

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

1stQ & 2ndQ １年 ２単位 必修

担当教員

冨場　康

講義概要 さまざまな教材やプリントを用い、日本語の総合的な聴解・聴読解力を高めていく。受講者の活発な質疑応答
を期待する。

授業計画 1 オリエンテーション
授業に関するオリエンテーション

　　　復習：「授業に関するオリエンテーション」の確認
２ 聴解の基礎１

繰り返しの練習を通して聴解の力を高める

　　　復習：「繰り返しの練習」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
３ 聴解の基礎２

繰り返しの練習を通して聴解の力を高める

　　　復習：「繰り返しの練習」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
４ 聴解１

留学生ライフに関する聴解練習

　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
５ 聴解２

キャンパス事務手続きに関する聴解練習

　　　復習：「キャンパス事務手続き」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
６ 聴解３

講義中の話題に関する聴解練習

　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
７ 聴解４

日常生活の会話に関する聴解練習

　　　　　復習：「日常生活の会話」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
８ 聴読解１

留学生ライフに関する聴読解練習１

　　　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
９ 聴読解２

留学生ライフに関する聴読解練習２

　　　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１０ 聴読解３

キャンパス事務連絡に関する聴読解練習１

　　　　　復習：「キャンパス事務連絡」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１１ 聴読解４

キャンパス事務連絡に関する聴読解練習２

　　　　　復習：「キャンパス事務連絡」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１２ 聴読解５

講義中の話題に関する聴読解練習１

　　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１３ 聴読解６

講義中の話題に関する聴読解練習２

　　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１４ 総合実践

日本留学試験に備え模擬テストををする。

　　　　　復習：「模擬テスト」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１５ 総合実践

日本留学試験に備え模擬テストををする。

　　　　　復習：「模擬テスト」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
　　　　　予習：定期試験の準備をする。
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授業形態 演習

到達目標 ①自然に近いスピードの講義の内容をだいたい聞き取れる。
②自然に近いスピードの留学生ライフの内容をだいたい聞き取れる。
③自然に近いスピードのキャンパス事務連絡の内容をだいたい聞き取れる。
④日本語能力試験において、上級者はＮ２、中級者はＮ３習得を目指す。
⑤話し言葉に慣れ、日常の会話に生かすことができる。

評価方法 平素の学習意欲（２０％）を重視し、学習状況並びに試験（５０％）などにより行う。
日頃のノート（３０％）についても随時点検し、評価の対象とする。

評価基準 平素の学習意欲（２０％）
学習状況並びに試験（５０％）
日頃のノート（３０％）

教科書・参考書 テキスト：最初の授業で指示する。
参考書：授業を通して紹介する。

履修条件

履修上の注意

オフィスアワー

備考・メッセージ ・欠席の場合は、欠席願（届）を必ず提出すること。
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講義科目名称：

英文科目名称：

外国語Ⅰ（留学生） 授業コード： 13154

開講期間 配当年 単位数 科目必選区分

1stQ & 2ndQ １年 ２単位 必修

担当教員

小嶋　栄子

講義概要 さまざまな教材やプリントを用い、日本語の総合的な聴解・聴読解力を高めていく。受講者の活発な質疑応答
を期待する。

授業計画 1 オリエンテーション
授業に関するオリエンテーション

　　　復習：「授業に関するオリエンテーション」の確認
２ 聴解の基礎１

繰り返しの練習を通して聴解の力を高める

　　　復習：「繰り返しの練習」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
３ 聴解の基礎２

繰り返しの練習を通して聴解の力を高める

　　　復習：「繰り返しの練習」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
４ 聴解１

留学生ライフに関する聴解練習

　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
５ 聴解２

キャンパス事務手続きに関する聴解練習

　　　復習：「キャンパス事務手続き」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
６ 聴解３

講義中の話題に関する聴解練習

　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
７ 聴解４

日常生活の会話に関する聴解練習

　　　　　復習：「日常生活の会話」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
８ 聴読解１

留学生ライフに関する聴読解練習１

　　　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
９ 聴読解２

留学生ライフに関する聴読解練習２

　　　　　復習：「留学生ライフ」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１０ 聴読解３

キャンパス事務連絡に関する聴読解練習１

　　　　　復習：「キャンパス事務連絡」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１１ 聴読解４

キャンパス事務連絡に関する聴読解練習２

　　　　　復習：「キャンパス事務連絡」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１２ 聴読解５

講義中の話題に関する聴読解練習１

　　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１３ 聴読解６

講義中の話題に関する聴読解練習２

　　　　　復習：「講義中の話題」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１４ 総合実践

日本留学試験に備え模擬テストををする。

　　　　　復習：「模擬テスト」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
１５ 総合実践

日本留学試験に備え模擬テストををする。

　　　　　復習：「模擬テスト」のスクリプトを読んで語句の意味を確認する。
　　　　　予習：定期試験の準備をする。
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授業形態 演習

到達目標 ①自然に近いスピードの講義の内容をだいたい聞き取れる。
②自然に近いスピードの留学生ライフの内容をだいたい聞き取れる。
③自然に近いスピードのキャンパス事務連絡の内容をだいたい聞き取れる。
④日本語能力試験において、上級者はＮ２、中級者はＮ３習得を目指す。
⑤話し言葉に慣れ、日常の会話に生かすことができる。

評価方法 平素の学習意欲（２０％）を重視し、学習状況並びに試験（５０％）などにより行う。
日頃のノート（３０％）についても随時点検し、評価の対象とする。

評価基準 平素の学習意欲（２０％）
学習状況並びに試験（５０％）
日頃のノート（３０％）

教科書・参考書 テキスト：最初の授業で指示する。
参考書：授業を通して紹介する。

履修条件

履修上の注意

オフィスアワー 毎週火曜日16:30-18:00

備考・メッセージ ・欠席の場合は、欠席願（届）を必ず提出すること。
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